株式会社アストピア蒜山 　第三セクター経営健全化方針 
 
１　作成年月日及び作成担当部署
作成年月日　令和８年3月 24日 
作成担当部署　真庭市産業観光部産業政策課、蒜山振興局地域振興課 
 
２　方針の対象となる第三セクターの概要
法 人 名    株式会社アストピア蒜山
代 表 者 名　代表取締役 原田 喜市
所 在 地    岡山県真庭市蒜山上長田２３００番地１ 
設立年月日   平成８年４月１日 
資 本 金    62,650千円【真庭市の出資額(出資割合)62,550千円(99.8%)】
主な業務内容  
　蒜山ヒルズ、自然牧場公園、サイクリングターミナル、蒜山快湯館、蒜山高原スポーツ公園、蒜山高原自然広場、蒜山なごみの温泉津黒高原荘、津黒高原キャンプ場ほかの経営及び委託運営
 
3　経営状況
株式会社アストピア蒜山は、蒜山地域における市が所有する観光施設等の管理運営を担い、2９年間にわたり地域観光の中核として一定の役割を果たしてきた。
現在の財務状況としては、令和7年3月期の純資産額が △17,646千円であり、売上は令和５年の157,100千円に対し、令和６年は183,405千円と増加したものの、一方で人件費・光熱水費・燃料費　の高騰に加え、自主事業として開始したベーカリー事業が品質確保のための人件費過多により 会社全体で△35,705千円の赤字となり債務超過となっている。

４ 抜本的改革を含む経営健全化の取組に係る検討 
上記のような状況を踏まえ、経営の負担となっている施設の閉鎖及び自主事業の廃止など抜本的な事業見直しや経営体制の刷新を図り、本来の指定管理業務が安定的に担える堅実な経営体質への移行を目指す。今後の進め方としては、次年度から新たな体制の下で経営改善を推進できるよう、次項に掲げる改革に取り組む。また、当面は頻繁に役員会を開催して厳正に監視するとともに経営方針の浸透を図る。

5　抜本的改革を含む経営健全化のための具体的な対応 
１．経営改革
・自主事業であるベーカリー事業から撤退する。
・ホテル蒜山ヒルズ：令和7年度をもって閉鎖する（貸出自転車施設を含む）。
・蒜山快湯館：料金改定による収入の増、徹底した経費の抑制による収支改善を図る。
・津黒高原荘：コスト管理の徹底と集客力の強化により収益向上を図る。
２．経営体制の刷新
・役員体制の見直しを行う。
・現場管理、執行体制を強化し、業務の効率化を推進する。

(参考) 
６ 法人の財務状況 
	貸
借
対
照
表
か
ら
	項目
	金額（千円）

	
	
	Ｒ4 年度決算
	R５ 年度決算
	R６ 年度決算

	
	資産総額 
	 64,037
	46,323 
	115,827

	
	（うち現預金） 
	48,434 
	33,648
	19,032

	
	負債総額 
	33,880 
	28,265
	133,473

	
	（当該地方公共団体からの借入） 
	0 
	0 
	0 

	
	純資産総額 
	30,157 
	18,058 
	△17,646 


 
 








	損益計算書
か
ら
	項目 
	金額（千円）

	
	
	Ｒ4年度決算
	R５年度決算
	R６年度決算

	
	売上高
	185,249 
	157,100
	183,405

	
	売上総利益 
	141,798 
	130,447 
	152,738 

	
	一般管理費 
	145,258 
	144,221
	189,014 

	
	営業利益 
	△3,460 
	△13,774 
	△36,276 

	
	営業外収益 
	3,993 
	2,467 
	2,470 

	
	営業外費用 
	478 
	609 
	1,748 

	
	特別利益
	0
	0
	32

	
	特別損室
	108
	0
	0

	
	法人税等 
	183 
	183
	183 

	
	当期純利益 
	△236 
	△12,099 
	△35,705 



